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私たちは佐賀市老人クラブ連合会の活動を応援しています

　

今
年
度
で
合
併
し
て
14

回
目
の
開
催
と
な
る
佐
賀

市
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
が
10

月
10
日
（
木
）、
佐
賀
市

文
化
会
館
大
ホ
ー
ル
で
会

員
約
１
４
０
０
名
が
参
加

し
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
１
部
で
は
式
典
を
行

い
、
育
成
功
労
者
表
彰
で

は
、
長
年
老
人
ク
ラ
ブ
活

動
に
貢
献
さ
れ
た
7
名
の

方
に
木
下
会
長
よ
り
表
彰

状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
来
賓
と
し
て
、

佐
賀
市
長
、
佐
賀
市
議
会

議
長
、
佐
賀
市
社
会
福
祉

協
議
会
会
長
、
佐
賀
市
自

治
会
協
議
会
会
長
等
に
ご

臨
席
い
た
だ
き
、
今
後
の

老
人
ク
ラ
ブ
活
動
に
期
待

を
寄
せ
る
言
葉
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

第
２
部
は
、
演
芸
大
会

が
行
わ
れ
、
計
28
団
体
よ

7 名の功績を称える
第14回 佐賀市老人クラブ大会

り
、
歌
や
踊
り
の
出
し
物

が
披
露
さ
れ
、
来
場
者
を

楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

　

ま
た
昼
休
み
に
は
、
例

年
と
志
向
を
変
え
、
蓮
池

校
区
老
連
の
「
ま
さ
こ
劇

団
」
に
よ
る
佐
賀
に
わ
か

が
あ
り
、
ユ
ー
モ
ア
を
交

え
な
が
ら
振
り
込
め
詐
欺

防
止
の
啓
発
な
ど
を
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

木下会長あいさつ育成功労者表彰

受賞者の皆さん
8
ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事

佐賀市老人クラブ連合会 会長表彰受賞者 （敬称略）

老人クラブ育成功労者表彰
酒井 トシ子 西川副校区老連
横尾 　通正 新栄校区老連
福川 　秀三 久保泉校区老連

北島 　敏江 嘉瀬校区老連
西村 　邦彦 中川副校区老連
犬塚 　弘幸 大和町老連
山本 　正人 三瀬村老連



佐 賀 市 老 連 第98号（2）令和2年2月

私たちは佐賀市老人クラブ連合会の活動を応援しています

　

令
和
２
年
に
な
り
ま
し
た
。
新

年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

２
０
２
０
年
（
令
和
２
年
）
の

十
二
支
は
子
年（
ね
ず
み
）で「
子

丑
寅
卯
辰
巳
午
未
申
酉
戌
亥
」
の

最
初
に
あ
た
り
ま
す
。
２
０
２
０

年
の
十
干
は
庚
（
か
の
え
）
で
、

十
干
十
二
支
は
庚
子（
か
の
え
ね
）

と
な
る
。
庚
は「
金
の
兄
」で「
か

の
え
」
と
読
み
ま
す
。

東
京
で
２
回
目
の
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
が
開
催
さ
れ
る
２
０
２
０
年

は
、
日
本
に
と
っ
て
大
き
な
節
目

と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
年
は

「
子
年
」
に
あ
た
り
、
再
び
新
し

い
十
二
支
の
サ
イ
ク
ル
が
ス
タ
ー

ト
す
る
年
で
も
あ
り
ま
す
。

会
員
の
皆
様
に
は
、
令
和
２
年

の
新
春
を
ご
家
族
お
揃
い
で
、
健

や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び

申
し
あ
げ
ま
す
。

平
素
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で

仲
間
づ
く
り
に
向
け
た
取
り
組
み

や
老
人
ク
ラ
ブ
に
欠
か
せ
な
い
健

康
づ
く
り
・
介
護
予
防
活
動
、
さ

ら
に
は
地
域
団
体
と
連
携
し
た
活

動
等
々
、
多
く
の
事
業
に
取
り
組

ん
で
い
た
だ
き
感
謝
申
し
あ
げ
ま

す
。
高
齢
期
を
楽
し
く
、
生
き
が

い
を
も
っ
て
、
安
心
し
て
暮
ら
し

て
い
く
た
め
に
は
、
何
よ
り
も
健

康
で
自
立
し
、
身
近
な
仲
間
と
支

え
合
い
な
が
ら
、
住
み
よ
い
地
域

づ
く
り
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
必

要
で
あ
り
ま
す
。老
人
ク
ラ
ブ
は
、

発
足
当
初
か
ら
、「
健
康
」「
友
愛
」

「
奉
仕
」
の
活
動
に
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。

今
日
、
我
が
国
は
高
齢
者
が
人

口
の
4
人
に
1
人
を
占
め
、
人
生

１
０
０
年
時
代
を
迎
え
よ
う
と
し

て
お
り
、
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
に
対

す
る
社
会
的
な
期
待
は
、
ま
す
ま

す
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後

本
格
化
す
る
超
高
齢
社
会
を
明
る

く
、
豊
か
で
活
力
あ
る
も
の
に
す

る
こ
と
を
目
指
し
、
今
後
も
「
全

国
三
大
運
動
」
を
継
承
し
、
よ
り

一
層
の
推
進
を
図
る
こ
と
が
必
要

で
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
引
き
続
き
介
護

予
防
事
業
や
地
域
社
会
の
期
待
に

応
え
る
活
動
を
展
開
し
て
い
く
た

め
に
は
、
仲
間
が
力
を
合
わ
せ
、

未
加
入
の
高
齢
者
の
方
々
を
勧
誘

し
会
員
と
し
て
迎
え
る
と
と
も

に
、
休
会
・
解
散
ク
ラ
ブ
の
発
生

防
止
に
努
め
、
活
動
基
盤
の
強
化

と
ク
ラ
ブ
活
動
の
活
性
化
に
努
め

ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
県
内
老
人
ク

ラ
ブ
は
、
こ
れ
か
ら
も
一
層
、
自

助
、
共
助
の
精
神
を
発
揮
し
、
全

老
連
が
掲
げ
る
新
た
な
メ
イ
ン

テ
ー
マ「
の
ば
そ
う
！
健
康
寿
命
、

担
お
う
！
地
域
づ
く
り
を
」
を
心

し
て
取
り
組
ん
で
い
こ
う
で
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。
ど
う
か
会
員
の
皆

様
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い

申
し
あ
げ
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
会
員

の
皆
様
の
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
と

ご
健
勝
、
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し

あ
げ
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い

た
し
ま
す
。

古川　一男古賀　一彦久野　絹子

今年もクラブ活性化に
努めてまいります

佐賀市老連
副会長あいさつ

佐
賀
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

 

会
長　

木
下
　
治
紀

健
康
で
楽
し
く

 

﹁
人
生
１
０
０
年
時
代
﹂



佐 賀 市 老 連（3）第98号 令和2年2月

私たちは佐賀市老人クラブ連合会の活動を応援しています

　

千
葉
県
で
全
国
に
先
駆
け

は
じ
め
て
老
人
ク
ラ
ブ
な
る

も
の
が
誕
生
し
た
の
は
、
終

戦
直
後
の
、
世
の
中
が
不
安

と
焦
燥
に
明
け
暮
れ
て
い
た

１
９
４
６
（
昭
和
21
）
年
３
月

21
日
で
あ
る
。
そ
の
ク
ラ
ブ

は
、
匝そ
う
さ
し

瑳
市
、
旧
八
日
市
場
市

米
倉
地
区
の
「
米
倉
老
人
ク
ラ

ブ
」
で
、
創
立
者
は
菱
木
貞
俊

氏
（
初
代
、
県
老
連
会
長
）
で

あ
る
。
町
内
の
老
人
た
ち
が
集

ま
り
、
と
も
に
語
り
、
食
事
を

し
、
歌
を
歌
っ
た
り
踊
っ
た
り

す
る
サ
ー
ク
ル
が
母
体
に
な
っ

て
い
る
。

　

こ
の
老
人
ク
ラ
ブ
の
誕
生
を

記
念
し
て
、
１
９
８
３
（
昭
和

58
）
年
に
匝
瑳
市
八
日
市
場
の

西
光
寺
に
「
発
祥
の
地
碑
」
が

建
て
ら
れ
た
。

　

昭
和
20
年
に
幕
を
閉
じ
た
第

二
次
世
界
大
戦
は
、
我
が
国
全

土
に
大
き
な
社
会
的
変
革
を
も

た
ら
し
た
。
経
済
困
窮
だ
け
で

な
く
、
様
々
な
制
度
改
革
に
よ

り
国
民
す
べ
て
が
未
だ
経
験
し

た
こ
と
の
な
い
苦
痛
を
伴
う
長

い
混
乱
期
は
、
非
力
な
老
人
た

ち
を
襲
い
、
物
心
両
面
で
不
安

定
さ
を
強
い
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
時
代
背
景
の
中

で
、
思
い
を
一
つ
に
し
て
老
人

同
志
が
互
い
に
相
集
ま
り
、
と

も
に
語
り
な
ぐ
さ
め
合
い
、
孤

独
か
ら
の
解
放
と
精
神
的
な
安

ら
ぎ
を
求
め
る
機
会
を
持
つ
こ

と
を
望
み
、
自
然
発
生
的
に
老

人
ク
ラ
ブ
が
誕
生
し
た
の
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
発
生
し

た
老
人
ク
ラ
ブ
は
、
次
第
に
組

織
化
さ
れ
、
昭
和
29
年
に
は
全

国
社
会
福
祉
協
議
会
が
調
査
し

た
と
こ
ろ
１
１
２
ク
ラ
ブ
の
存

在
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

　

先
覚
者
に
よ
る
精
力
的
な
結

成
促
進
に
よ
り
増
設
を
重
ね
、

そ
の
後
、
会
員
念
願
の
「
老
人

福
祉
法
」
が
昭
和
38
年
に
制
定

さ
れ
、
併
せ
て
老
人
ク
ラ
ブ
結

成
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
活
動
の

質
の
向
上
、
内
容
の
充
実
と
進

化
を
遂
げ
て
き
た
。

　

老
人
ク
ラ
ブ
は
現
在
、
全
国

で
9
万
８
５
９
２
ク
ラ
ブ
、
会

員
数
５
４
８
万
８
２
５
８
名

（
平
成
30
年
３
月
末
現
在
）

を
擁
し
、
佐
賀
県
で
は
、

１
０
７
２
ク
ラ
ブ
、
会
員
数

５
万
７
８
７
９
名
（
平
成
31
年

4
月
1
日
現
在
）
と
な
り
、
高

齢
者
福
祉
の
増
強
か
ら
地
域
を

担
う
役
割
と
し
て
注
目
期
待
さ

れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

匝
瑳
市
老
連
は
、
こ
の
発
祥

の
地
、
西
光
寺
と
65
年
の
伝
統

を
背
負
い
、
奮
闘
努
力
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

︻
千
葉
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

二
十
五
周
年
史
よ
り
一
部
引
用
︼

西
光
寺
に
記
念
碑
建
立

千葉県老人クラブ連合会　第 2 代会長　藤崎　源之助氏  書
老人クラブ発祥の地　～千葉県匝

そう

瑳
さ

市
し

～



佐 賀 市 老 連 第98号（4）令和2年2月

私たちは佐賀市老人クラブ連合会の活動を応援しています

　

９
月
13
日
（
金
）、
佐
賀
市
民
運

動
広
場
で
令
和
元
年
度
の
佐
賀
市

老
連
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

　

９
月
18
日
（
水
）、
佐
賀
市
老

連
女
性
部
長
研
修
会
を
開
催
し
、

17
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

富
士
町
の
嘉
瀬
川
ダ
ム
見
学

や
、
菖
蒲
ご
膳
を
堪
能
し
つ
つ
、

互
い
に
情
報
交
換
を
行
い
、
交
流

を
深
め
ま
し
た
。

　

11
月
26
日
（
火
）、
27
日
（
水
）、

全
国
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
が
埼
玉
県

さ
い
た
ま
市
「
彩
の
国
さ
い
た
ま

芸
術
劇
場
・
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

大
ホ
ー
ル
」
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
全
国
よ
り
１
６
０
０
名

が
参
加
し
、
う
ち
佐
賀
県
よ
り
の

参
加
は
、
４
ブ
ロ
ッ
ク
よ
り
16
名

と
、
佐
賀
県
老
連
会
長
、
事
務
局

佐
賀
市
の
2
ク
ラ
ブ
が
表
彰

大
和
町
老
連
が
大
会
制
す

絆強め活動より円滑に

全
国
老
人
ク
ラ
ブ
大
会

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

佐
賀
市
老
連

令
和
元
年
度

活

動

紹

介

の
18
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
佐
賀
市
老
連
よ
り

１
０
０
万
人
会
員
増
強
運
動
表
彰

と
し
て
若
楠
校
区
老
連
・
若
宮
老

人
ク
ラ
ブ
の
芳
賀
信
夫
会
長
が
全

国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長
表
彰

を
受
賞
し
ま
し
た
。
ま
た
優
良
老

人
ク
ラ
ブ
表
彰
に
新
栄
校
区
老
連
・

天
祐
福
寿
会
の
山
岸
良
行
会
長
が

選
ば
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
方
に
表
彰

状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
大
会
で
は
、
活
動
交
流
部
会

と
し
て
3
部
会
に
分
か
れ
、
第
1

部
会
「
高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
・

介
護
予
防
活
動
の
推
進
」、
第
2
部

会
「
高
齢
者
の
支
え
合
い
活
動
の

推
進
」
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
第
3
部
会
の
「
演
じ
る
活
動
」

で
は
創
作
劇
、
コ
ー
ラ
ス
、
演
奏
、

伝
統
芸
能
な
ど
の
実
演
と
活
動
を

通
し
た
仲
間
づ
く
り
な
ど
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

26
校
区
老
連
よ
り
選
手
７
名
、

記
録
者
１
名
が
参
加
し
て
選
手
、

役
員
あ
わ
せ
約
２
７
０
名
が
参
加

し
、
県
老
連
大
会
出
場
を
目
指
し
、

練
習
の
成
果
を
発
揮
し
ま
し
た
。

優勝した大和町老連

女性部長研修会

《優　勝》大和町老連� （185打）

《準優勝》西与賀校区老連�（189打）
《第３位》諸富町老連� （198打）

《第４位》循誘校区老連� （201打）
《第５位》本庄校区老連� （201打）
《第６位》高木瀬校区老連�（202打）
《第７位》鍋島校区老連� （202打）
《第８位》巨勢校区老連� （204打）
※上位８チームが県老連大会へ出場

大会結果



佐 賀 市 老 連（5）第98号 令和2年2月

私たちは佐賀市老人クラブ連合会の活動を応援しています

　

10
月
11
日
（
金
）、
佐
賀
市
民

運
動
広
場
で
ペ
タ
ン
ク
大
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
こ
の
大
会
は
、
高

齢
者
に
適
し
た
軽
ス
ポ
ー
ツ
の
ペ

タ
ン
ク
を
よ
り
一
層
普
及
さ
せ
る

こ
と
を
目
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　

参
加
者
は
26
校
区
老
連
よ
り
選

ば
れ
た
２
チ
ー
ム
に
加
え
、
大
会

の
共
催
事
業
所
の
株
式
会
社
メ
モ

リ
ー
ド
を
含
む
計
50
チ
ー
ム
が
熱

戦
を
展
開
し
ま
し
た
。

逆転狙い一打に集中

ペタンク大会

Ａパート
《優　勝》兵庫校区老連
《準優勝》嘉瀬校区老連
《第３位》勧興校区老連

Bパート
《優　勝》勧興校区老連
《準優勝》高木瀬校区老連
《第３位》メモリード

大会結果
《総合優勝》
勧興校区老連Ｂパート

　

９
月
26
日
（
木
）、
佐
賀
市
文

化
会
館
中
ホ
ー
ル
で
佐
賀
県
老
連

リ
ー
ダ
ー
研
修
会
が
開
催
さ
れ
、

佐
賀
市
老
連
か
ら
は
２
０
０
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

県
老
連
会
長
表
彰
で
は
、
育
成

功
労
者
表
彰
を

久
保
泉
校
区
老

連
の
土
井
作
次

氏
と
、
西
川
副

校
区
老
連
の
伊

東
久
喜
氏
が
、

優
良
老
人
ク
ラ

ブ
表
彰
に
三
瀬

佐
賀
県
老
連
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

佐
賀
市
老
連
か
ら

 

2
団
体
4
個
人
を
表
彰

村
老
連
の
福
寿
西
老
人
ク
ラ
ブ
と

本
庄
校
区
老
連
の
満
穴
老
人
ク
ラ

ブ
が
、
永
年
勤
続
表
彰
に
市
老
連

事
務
局
長
の
中
野
公
利
氏
と
川
副

町
老
連
の
西
村
小
春
氏
が
そ
れ
ぞ

れ
受
賞
し
ま
し
た
。

　

事
例
発
表
で
は
、
新
栄
校
区
老

連
の
九
十
九
の
会
顧
問
の
青
木
昭

生
氏
よ
り
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
演
芸

発
表
で
は
、
中
部

ブ
ロ
ッ
ク
代
表
と

し
て
赤
松
校
区
老

連
よ
り
フ
ラ
ダ
ン

ス
「
ク
ウ
レ
イ
・

ア
ワ
プ
ヒ
」
が
披

露
さ
れ
、
大
変
好

評
で
し
た
。

　９月 30 日（月）、ゆめタ
ウン佐賀にて、佐賀市老連女
性部、佐賀市、佐賀北警察署
と合同で交通安全街頭キャ
ンペーンを実施しました。
　佐賀市老連女性部が心を
込 め て 交 通 事 故 防 止 マ ス
コットを作り、買い物客にチ
ラシと一緒に配って、交通安
全の徹底とシートベルトや
チャイルドシートの着用を
呼びかけました。

交通安全街頭キャンペーン

マスコットに願い込め
女性部が啓発活動



佐 賀 市 老 連 第98号（6）令和2年2月

私たちは佐賀市老人クラブ連合会の活動を応援しています

志波歯科医院

佐賀市東与賀町下古賀1070-9
☎ 0952-45-8567（夜間・休日 45-8503)

診療受付時間 月 火 水 木 金 土

9:00～12:30 ○ ○ ○ ○ ○ △

14:00～18:30 ○ ○ ○ ○ ○ ／

△…土曜日は13:00まで
休診日／日曜日・祝日

ハミガキハミガキ

　

10
月
17
日
（
木
）、
佐
賀
市
民

運
動
広
場
に
て
佐
賀
市
の
委
託
事

業
と
し
て
高
齢
者
交
通
安
全
教
育

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
競
技
の
際
に

コ
ー
ス
部
分
に
交
通
標
識
を
設
置

し
、
交
通
ル
ー
ル
を
守
っ
て
事
故

防
止
の
啓
発
を
目
的
に
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
係
員
の
指
導
を
受
け
な

が
ら
横
断
歩
道
と
歩
道
の
な
い
道

路
の
そ
れ
ぞ
れ
の
正
し
い
渡
り
方

　

11
月
29
日
（
金
）、
佐
賀
勤
労

者
体
育
館
で
今
年
度
２
回
目
の

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
体
験
講
習
会
を

開
催
し
、
約
１
２
０
名
の
参
加
が

あ
り
ま
し
た
。

　

今
回
は
ス
カ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
ボ
ッ

チ
ャ
、
い
ご

て
だ
ま
、
カ

ロ
ー
リ
ン
グ

の
４
種
目
を

行
い
ま
し
た
。

佐
賀
市
老
連

令
和
元
年
度

活

動

紹

介

︻
大
会
結
果
︼

優　

勝　

西
与
賀
校
区
老
連 

1
9
3
打

準
優
勝　

諸
富
町
老
連 

1
9
7
打

第
３
位　

金
立
校
区
老
連 

2
0
4
打

第
４
位　

兵
庫
校
区
老
連 

2
0
5
打

第
５
位　

巨
勢
校
区
老
連 

2
0
7
打

楽しみながら
 交通ルールを学ぼう

　

11
月
6
日
（
水
）、
佐
賀

市
老
連
女
性
部
長
26
名
が
施

設
訪
問
を
行
い
、
昨
年
度
に

続
き
東
与
賀
町
の「
紀
水
苑
」

を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
「
認
知
症
に
な

ら
な
い
生
活
の
仕
方
」
の
講

話
を
受
け
、
昼
食
に
施
設
の

バ
イ
キ
ン
グ
料
理
を
堪
能
。

午
後
か
ら
約
30
分
間
の
慰
問

を
行
い
、
入
所
者
の
皆
さ
ん

と
一
緒
に
歌
や
合
唱
で
楽
し

い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し

た
。

を
学
び
、
違
反
が
あ
っ
た
場
合
は

１
点
加
点
さ
れ
ま
す
。

　

参
加
者
の
皆
さ
ん
は
、
グ
ラ
ウ

ン
ド
・
ゴ
ル
フ
の
プ
レ
ー
を
楽
し

み
な
が
ら
正
し
い
交
通
ル
ー
ル
を

学
び
ま
し
た
。

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
体
験
講
習
会

1
2
0
名
が
4
種
目
に
挑
戦

交通安全教育グラウンド・ゴルフ大会と
も
に
過
ご
す

 

あ
た
た
か
な
交
流
の
時
間

施
設
訪
問



佐 賀 市 老 連（7）第98号 令和2年2月

私たちは佐賀市老人クラブ連合会の活動を応援しています

老人クラブ活性化を後押し
補助金額が４段階へ改定

　令和元年7月に佐賀市高齢福祉課
長と佐賀市老連正副会長、各部の部
長とで意見交換会を実施し、単位老
人クラブへの補助金の見直しについ
て要請を行いましたが、このたび、
以下の通り、補助金の金額が4段階
方式へ変更されることになりました。
　佐賀市議会議員の皆様のご支援に
より、議会質問にて改善されたもの
と心より感謝申しあげます。

会員数 補助金額

30名未満 23,280円
30名以上 60名未満 46,560円
60名以上 90名未満 69,840円
90名以上 93,120円

補助金改定金額（令和2年度から）

佐
賀
県
老
連
　
大
会
報
告

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会（緑色Bパート）�旭満信さんが優勝

佐賀市代表 9 名が入賞し大活躍

　

10
月
29
日
（
火
）、
佐
賀

市
民
運
動
広
場
で
佐
賀
県
内

20
市
町
老
連
が
集
ま
り
佐
賀

県
老
連
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル

フ
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
し

た
。

　

佐
賀
市
老

連
か
ら
は
９

月
13
日
（
金
）

に
開
催
し
た

グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
大
会
で
上
位
入
賞
し

た
８
チ
ー
ム
56
名
が
参
加
。

当
日
は
強
豪
選
手
が
集
う
な

か
3
パ
ー
ト
に
分
か
れ
て
、

最
後
ま
で
ベ
ス
ト
を
尽
く
し

ま
し
た
。

　

大
会
結
果
は
、
緑
色
B

パ
ー
ト
で
西
与
賀
校
区
老
連

の
旭
満
信
氏
が
見
事
優
勝
を

飾
っ
た
ほ
か
、
佐
賀
市
老
連

代
表
選
手
の
う
ち
計
9
名
が

上
位
10
位
内
に
入
賞
し
、
大

健
闘
し
ま
し
た
。

佐賀市老連
女性リーダー研修会

　

11
月
12
日
（
火
）、
武
雄
森
の

リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
で
令
和
元
年
度

の
女
性
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

本
来
、
今
年
は
１
泊
研
修
と

な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
諸
事
情
に

よ
り
１
日
研
修
と
な
り
、
今
回
は

各
校
区
老
連
よ
り
３
名
が
参
加

し
、
副
会
長
、
事
務
局
4
名
も
含

め
た
計
82
名
で
の
開
催
と
な
り
ま

し
た
。

　

当
日
は
８
つ
の
班
で
討
議
を
行

い
司
会
、
記
録
、
発
表
の
担
当

を
そ
れ
ぞ
れ

決
め
、
討
議

内
容
を
発
表

し
、
意
見
交

換
を
行
い
ま

し
た
。

クラブ発展のために
82 名で討論



佐 賀 市 老 連 第98号（8）令和2年2月

私たちは佐賀市老人クラブ連合会の活動を応援しています

神野校区老連 高原列車は行く・里の秋
　

10
月
10
日
（
木
）
に
開
催
し

た
第
14
回
佐
賀
市
老
人
ク
ラ
ブ

大
会
で
は
演
芸
大
会
も
行
い
、

28
団
体
が
出
演
し
て
日
頃
の
練

習
の
成
果
を
存
分
に
発
揮
し
ま

し
た
。

　

会
場
か
ら
も
大
き
な
拍
手
や

歓
声
が
送
ら
れ
、
大
会
に
花
を

添
え
ま
し
た
。
中
に
は
60
名
を

超
え
る
大
人
数
で
出
演
し
た
団

体
も
あ
り
、
演
芸
大
会
出
演
と

い
う
1
つ
の
目
標
に
向
か
っ
て

仲
間
と
と
も
に
取
り
組
む
こ
と

で
互
い
の
絆
も
さ
ら
に
強
い
も

の
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。
こ
の
絆
を
こ
れ
か

ら
も
大
切
に
し
て
、
各
校
区
で

の
ク
ラ
ブ
活
動
を
さ
ら
に
盛
り

上
げ
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
。

兵庫校区老連 里の秋・高原列車は行く

本庄校区老連 本庄賛歌

鍋島校区老連 大きな古時計

新栄校区老連 通りゃんせ・椰子の実中川副校区老連 元気で長生き健康音頭

第
14
回�

佐
賀
市
老
人
ク
ラ
ブ
大
会

練
習
の
成
果
を
開
花

 

28
団
体
が
堂
々
披
露



佐 賀 市 老 連（9）第98号 令和2年2月

私たちは佐賀市老人クラブ連合会の活動を応援しています

ほほえみ館カラオケ愛好会
瀬戸の花嫁・リンゴの唄

三瀬村老連 さちこさん、さちこさん

大和町老連 　　橋

巨勢校区老連 朝はどこから・あこがれの郵便馬車

勧興校区老連 ベイサイド・ブギウギ

循
誘
校
区
老
連

温
泉
だ
!!

昼休みのお楽しみ
蓮池校区老連　まさこ劇団
 「老いの日の友は得難い宝なり」

　昼休みには、蓮池校区「ま
さこ劇団」より、振り込め
詐欺防止をテーマにした舞
台を披露していただきまし
た。佐賀にわかを生かした
セリフまわしに会場には笑
い声が響き渡りました。

仲間とともに
演じる喜び



佐 賀 市 老 連 第98号（10）令和2年2月

私たちは佐賀市老人クラブ連合会の活動を応援しています

若楠校区老連 葉隠武士

久保田町老連 鳥取の傘踊り

久保泉校区老連 大阪ラプソディー

嘉瀬校区老連 葉隠武士

富士町老連 お国めぐり

金立校区老連 河内おとこ節

高木瀬校区老連 365 歩のマーチ

北川副校区老連 葉隠武士



佐 賀 市 老 連（11）第98号 令和2年2月

私たちは佐賀市老人クラブ連合会の活動を応援しています

東与賀町老連 珍島物語

西与賀校区老連 木曽節

西川副校区老連 恋しぐれ

市老連女性部 いきいきクラブ体操

諸富町老連 勝負の花道

南川副校区老連 白石音頭

蓮池校区老連 きよしのズンドコ節

赤松校区老連 クウレイ・アワプヒ

舞
台
の
上
で
輝
く

 
最
高
の
笑
顔



佐 賀 市 老 連 第98号（12）令和2年2月

私たちは佐賀市老人クラブ連合会の活動を応援しています

　

10
月
28

日
（
月
）
〜

11
月
4
日

（
月
）、
佐
賀

の
観
光
名
物

と
し
て
定
着

し
た
バ
ル
ー

ン
フ
ェ
ス

　

西
古
賀
老
人
ク
ラ
ブ
と
佐
賀
大

学
の
中
国
人
留
学
生
と
の
交
流
会

が
11
月
2
日
（
土
）、
西
古
賀
公

民
館
で
開
催
さ
れ
、
35
名
の
会
員

が
参
加
し
中
国
か
ら
の
留
学
生
と

交
流
し
た
。

　

会
で
は
、
う
ち
モ
ン
ゴ
ル
自

　

11
月
29
日
（
金
）、
大
分
県
日

出
町
老
連
と
蓮
池
校
区
老
連
と
の

交
流
会
を
開
催
し
、
日
出
町
老
連

よ
り
17
名
と
蓮
池
校
区
老
連
よ
り

８
名
が
参
加
し
、
佐
賀
市
老
連
事

務
局
長
が
対
応
し
た
。

　

日
出
町
老
連
は
今
年
度
初
め
て

事
務
局
を
設
置
し
た
と
の
こ
と

で
、
運
営
の
ノ
ウ
ハ
ウ
に
つ
い
て

話
し
合
う
こ
と
が
で
き
た
。 校

区

活

動

紹

介

蓮
池
校
区
老
連

�

会
長　

今
泉　

多
美
子

大
分
県
日ひ

出じ

町ま
ち

老
連
と

�
蓮
池
校
区
老
連
の
交
流
会

西
川
副
校
区
老
連

　

西
古
賀
老
人
ク
ラ
ブ

�

会
長　

西
村　

昌
記

西
古
賀
老
人
ク
ラ
ブ
と

佐
賀
大
学
留
学
生
と
の
交
流
会

嘉
瀬
校
区
老
連

�

会
長　

本
多　

恒
光

10
回
目
も
大
盛
況

�

嘉
瀬
か
か
し
ま
つ
り

タ
の
期
間
中
、

地
元
の
嘉
瀬

校
区
に
て
今

年
で
10
回
目

と
な
る
嘉
瀬
か
か
し
ま
つ
り
が
嘉

瀬
川
防
災
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
も
地
域
の
様
々
な
団
体
が

作
っ
た
か
か
し
約
１
３
０
体
が
展

示
さ
れ
ま
し
た
。
嘉
瀬
校
区
老
連

か
ら
も
単
位
ク
ラ
ブ
ご
と
に
ア
イ

デ
ア
を
出
し
、
見
事
な
か
か
し
が

完
成
、
出
品
さ
れ
ま
し
た
。

治
区
や
黒
竜

江
省
ハ
ル
ビ

ン
市
の
地
域

の
習
慣
や
文

化
、
気
候
な

ど
を
紹
介
し

て
い
た
。
会

員
た
ち
は

「
日
本
語
も

上
手
で
親
近
感
が
湧
き
、
交
流
の

場
を
毎
年
楽
し
み
に
し
て
い
る
」

と
笑
顔
で
話
し
て
い
た
。

交流会の様子

会員と交流する留学生



佐 賀 市 老 連（13）第98号 令和2年2月

私たちは佐賀市老人クラブ連合会の活動を応援しています

　

私
が
入
会
し
て
い
る
医
大
北
ク

ラ
ブ
で
は
毎
月
1
回
例
会
が
あ
り

ま
す
。
会
員
は
35
名
程
で
す
が
、

毎
回
25
名
程
度
の
出
席
が
あ
り
ま

す
。
ま
ず
、
会
長
様
か
ら
あ
い
さ

つ
を
兼
ね
て
連
絡
事
項
や
社
会
情

勢
等
の
お
話
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

　

サ
ロ
ン
を
立
ち
上
げ
て
早
い
も

の
で
６
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
あ

る
日
、
一
人
暮
ら
し
の
会
員
を
訪

問
し
た
時
「
皆
さ
ん
と
も
な
か
な

か
お
会
い
で
き
な
く
て
︙
」
と
嘆

か
れ
ま
し
た
。
そ
の
時
、
頭
に
浮

か
ん
だ
の
が
サ
ロ
ン
で
し
た
。
早

速
、
佐
賀
市

社
会
福
祉
協

議
会
を
訪
ね

た
ら
、
詳
し

校

区

活

動

紹

介

鍋
島
校
区
老
連

医
大
北
ク
ラ
ブ　

山
田　

恵
子

長
生
会
に
加
入
し
て

鍋
島
校
区
老
連

増
田
ク
ラ
ブ　

中
溝　

和
子

サ
ロ
ン
を
立
ち
上
げ
て

く
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ

れ
な
ら
私
た
ち
の
地
区
で
も
で
き

る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
皆
さ

ん
に
集
ま
っ
て
話
し
合
っ
た
結

果
、
設
立
す
る
こ
と
に
な
り
、
世

話
人
さ
ん
も
気
持
ち
よ
く
承
諾
し

て
も
ら
い
発
足
の
運
び
と
な
り
ま

し
た
。
年
2
回
の
バ
ス
旅
行
や
グ

ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
を
楽
し

ん
で
い
ま
す
。
軽
い
体
操
、
脳
ト

レ
体
操
等
は
お
寺
の
本
堂
を
お
借

り
し
て
い
ま
す
。
昼
食
後
は
お

し
ゃ
べ
り
タ
イ
ム
で
時
が
過
ぎ
る

の
を
忘
れ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大

後
、
全
員
で
認
知
症
に
な
ら
な
い

よ
う
に
頭
の
体
操
と
し
て
、
パ
ズ

ル
を
し
た
り
、
童
謡
を
合
唱
し
た

り
し
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
食
前
酒

で
乾
杯
を
し
て
お
弁
当
を
い
た
だ

き
、
お
互
い
の
近
況
や
健
康
の
こ

と
で
お
し
ゃ
べ
り
に
花
が
咲
き
ま

す
。
カ
ラ
オ
ケ
も
行
い
、
楽
し
い

ひ
と
と
き
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　

鍋
島
に
居
住
し
て
20
年
。
長
生

会
に
仲
間
入
り
を
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
お
か
げ
で
多
く
の
方
々
と
知

り
合
い
に
な
る
こ
と
が
で
き
、
こ

の
上
な
い
喜
び
と
幸
せ
を
感
じ
て

い
ま
す
。

　

長
生
会
女
性
部
は
活
動
範
囲
が

広
く
、
久
野
部
長
様
を
は
じ
め
、

役
員
の
方
々
の
ご
苦
労
に
い
つ
も

頭
が
下
が
り
ま
す
。
私
も
微
力
で

あ
り
ま
す
が
お
役
に
立
て
れ
ば
と

思
い
、
こ
れ
か
ら
先
、
精
い
っ
ぱ

い
精
進
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

会
で
は
保
育
園
児
を
招
い
て
交
流

会
等
で
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
園
児

と
の
交
流
は
遊
ぶ
よ
り
も
楽
し
ん

で
も
ら
っ
て
い
る
よ
う
で
、
皆
さ

ん
も
童
心
に
帰
っ
て
笑
い
の
絶
え

な
い
時
間
で
す
。
12
月
は
社
協
の

バ
ス
を
借
り
て
紅
葉
狩
り
に
行
く

予
定
で
す
。
少
し
で
も
介
護
予
防

に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
と

願
っ
て
い
ま
す
。

　

今
で
は
、
私
自
身
の
認
知
症
予

防
と
思
い
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
世

話
人
の
協
力
を
得
な
が
ら
活
動
を

続
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
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笑
い
飛
ば
そ
う﹃
新
時
代
令
和
﹄

久保田町老連
会長

舩津丸　幸男

久保田

古
道
具
と
昔
の
暮
ら
し兵庫校区老連

会長
川副　幹郎

兵 庫

私
た
ち
の
老
人
ク
ラ
ブ

が
ス
ポ
ー
ツ
に

親
し
ん
で
い
ま

す
。
町
老
連
の

主
な
行
事
と
し

て
、
先
般
済
ま

せ
た
「
い
き
い

き
元
気
老
人
ク

ラ
ブ
大
会
」
が

あ
り
ま
す
。
ま

た
令
和
２
年
１
月
７
日
の
「
古
里
か

る
た
大
会
」
で
は
、
女
性
部
の
運
営

で
４
人
１
組
の
団
体
戦
と
し
て
行
っ

て
い
ま
す
。
流
暢
な
読
み
手
の
も
と

で
、
捕
り
手
は
勘
を
働
か
せ
て
札
を

取
り
合
い
ま
す
。

　

ま
た
７
月
に
開
催
し
た
「
さ
な
ぼ

り
研
修
旅
行
」
と
同
じ
く
「
新
春
初

詣
研
修
旅
行
」
を
計
画
し
、
旅
先
で

の
思
い
出
づ
く
り
も
行
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
新
年
度
に
向
け
、

①
高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
、
予
防

　

活
動
に
努
め
る
。

②
奉
仕
の
精
神
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

活
動
・
友
愛
活
動
を
推
進
す
る
。

③
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
の
増
加
に
努

　

め
、
組
織
の
強
化
を
図
る
。

　

以
上
の
3
点
を
目
標
に
掲
げ
、
活

動
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

冬
に
な
る
と
兵
庫
小
学
校
3
年
生

を
対
象
に
「
古
い
道
具
と
昔
の
暮
ら

し
」
体
験
活
動
と
い
う
ユ
ニ
ー
ク
な

授
業
が
行
わ
れ
ま
す
。
そ
の
授
業
に

我
々
、
兵
庫
校
区
老
人
ク
ラ
ブ
の
メ

ン
バ
ー
が
一
役
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、12
月
27
日
に
行
わ
れ
、

老
人
ク
ラ
ブ
か
ら
51
名
が
参
加
し
ま

し
た
。
七
輪
で
炭
火
を
起
こ
し
、
そ

の
上
で
餅
を
焼
く
と
い
う
昔
懐
か
し

い
体
験
で
し
た
。
最
初
の
マ
ッ
チ
で

火
を
つ
け
る
作
業
で
は
、
マ
ッ
チ
に

慣
れ
な
い
子
ど
も
た
ち
が
火
傷
を
し

て
は
い
け
な
い
と
い
う
配
慮
か
ら
、

大
人
の
出
番
と
な
り
ま
し
た
。
七
輪

を
生
ま
れ
て
初
め
て
見
る
子
ど
も
が

多
く
、ま
た
、火
お
こ
し
で
使
う
「
火

吹
き
竹
」
に
は
興
味
津
々
。
指
導
を

受
け
な
が
ら
煙
に
向
け
て
上
手
に
楽

し
そ
う
に
吹
い
て
い
ま
し
た
。

　

焼
き
あ
が
っ
た
餅
を
子
ど
も
た
ち

と
一
緒
に
食
べ
る
と
、
い
つ
も
食
べ

る
餅
と
は
一
味
違
い
、
と
て
も
「
幸

福
な
味
」
に
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
や

は
り
、
大
勢
の
子
ど
も
た
ち
と
楽
し

く
ふ
れ
合
っ
た
雰
囲
気
が
餅
の
味
を

さ
ら
に
お
い
し
く
し
て
く
れ
た
の
で

し
ょ
う
。「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
」
と
い
う
子
ど
も
た
ち
か
ら
の

お
礼
の
言
葉
を
聞
き
な
が
ら
、
兵
庫

校
区
老
人
ク
ラ
ブ
と
し
て
お
役
に
立

て
た
喜
び
と

と
も
に
生
き

が
い
を
強
く

心
に
感
じ
ま

し
た
。

　

久
保
田
町
老
人
ク
ラ
ブ
の
生
い
立

ち
を
紐
解
き
ま
す
。
初
代
会
長
の
古

賀
忠
一
氏
が
昭
和
43
年
５
月
に
就

任
。
こ
こ
か
ら
50
年
、
諸
先
輩
た
ち

が
築
き
上
げ
て
こ
ら
れ
た
絆
で
知

識
・
体
力
・
行
動
力
・
対
話
の
大
切

さ
を
微
力
な
が
ら
学
ん
で
き
た
と
こ

ろ
で
す
。

　

久
保
田
町
に
も
他
市
町
に
負
け
な

い
良
い
と
こ
ろ
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。
そ
の
一
つ
が
思
斉
館
跡
で

す
。
会
員
の
皆
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
思

斉
館
大
学

や
、
各
種

団
体
の
学

習
会
等
に

よ
る
生
涯

学
習
や
体

力
増
進
維

持
の
た
め
、

多
く
の
方

古里かるた大会

研修旅行

子どもたちも興味津々

火おこしできるかな？
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「
昔
」を
伝
え
る
支
援
交
流
会

西部第七クラブ
的野　勝

兵 庫

私
た
ち
の
老
人
ク
ラ
ブ

　

こ
の
投
稿
は
、
兵
庫
校
区
老
人
ク

ラ
ブ
会
長
会
で
兵
庫
小
学
校
の
社
会

科
支
援
学
習
交
流
と
し
て
行
っ
て
い

る
小
学
3
年
生
と
の
交
流
の
紹
介
で

す
。
こ
れ
は
従
来
１
月
に
行
っ
て
き

た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
、
こ
の
他
「
も

ぐ
ら
打
ち
」
の
体
験
学
習
が
あ
り
ま

す
。
今
回
、
11
月
に
時
期
が
変
更
し

「
も
ぐ
ら
打
ち
」
は
令
和
２
年
１
月

17
日
に
小
学
1
年
生
の
体
験
学
習
支

援
交
流
会
「
子
ど
も
の
昔
遊
び
」
の

時
、
時
間
設
定
し
て
「
も
ぐ
ら
打

ち
」
の
体
験
学
習
計
画
を
入
れ
て
い

ま
す
。

　

3
年
生
の
支
援
授
業
に
は
、
他
に

「
昔
の
暮
ら
し
と
生
活
」
に
つ
い
て

ス
ラ
イ
ド
に
よ
る
説
明
を
行
い
、
昭

和
20
年
代
か
ら
の
兵
庫
の
農
村
風
景

の
変
遷
と
生
活
様
式
や
用
具
に
つ
い

て
の
話
を
実
物
を
持
ち
込
ん
で
説
明

し
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
は
使
い
方
は

分
か
ら
な
く
て
も
興
味
を
持
っ
て
く

れ
て
い
た
よ
う
で
し
た
。
石
炭
の
説

明
で
は
、
黒
い
「
石
塊
」
が
熱
源
と

し
て
利
用
さ
れ
鉄
砲
風
呂
な
ど
で
使

用
さ
れ
て
い
た
こ
と
な
ど
、
現
在
の

ガ
ス
・
灯
油
・
電
気
の
生
活
と
結
び

つ
か
な
か
っ
た
様
子
で
し
た
。用
具
、

道
具
も
実
物
を
持
ち
込
ん
で
使
用
方

法
を
説
明
す
る
と
、
興
味
を
持
っ
て

聞
い
て
く
れ
て
い
ま
し
た
。
質
問
の

時
間
に
は
、
メ
モ
書
き
を
見
な
が
ら

多
く
の
質
問
を
受
け
、
説
明
者
や
サ

ポ
ー
ト
会
員
も
今
後
な
お
一
層
の
研

鑽
と
対
応
す
る
こ
と
の
必
要
性
を
感

じ
た
交
流
会
で
し
た
。
十
分
な
資
料

の
準
備
・
収
集
も
含
め
「
百
聞
は
一

見
に
し
か
ず
」
の
こ
と
わ
ざ
の
重
さ

を
感
じ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

学
校
側
か
ら
も
、
先
生
も
説
明
で

き
な
い
貴
重
な
体
験
授
業
で
し
た
と

感
謝
さ
れ
、
丁
寧
な
お
礼
の
こ
と
ば

を
い
た
だ
き
、
こ
れ
か
ら
の
支
援
授

業
へ
の
励
み
と
な
り
ま
し
た
。
支
援

へ
の
糧
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
他
に
、
支
援
授
業
付
帯

作
業
に
つ
い
て
の
紹
介
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

毎
年
、
3
年
生
と
1
年
生
の
支
援

授
業
に
あ
た
り
、
老
人
ク
ラ
ブ
で
の

準
備
作
業
と
し
て
「
遊
具
点
検
」
を

行
い
、
今
年
度
は
11
月
25
日
に
「
昔

の
ガ
キ
大
将
」
有
志
に
よ
り
、
昔
の

杵
柄
で
こ
ど
も
心
に
帰
り
な
が
ら
、

ワ
イ
ワ
イ
ガ
ヤ
ガ
ヤ
遊
具
を
点
検

し
、
修
理
、
整
備
、
補
充
作
業
を
実

施
し
ま
し
た
。竹
馬
・
独
楽
・
輪
回
し
・

竹
ト
ン
ボ
・
竹
ぽ
っ
く
り
・
カ
ル
タ
・

福
笑
い
・
メ
ン
コ
・
お
は
じ
き
・
あ

や
と
り
な
ど
、
遊
具
を
そ
れ
ぞ
れ
確

認
し
、
支
援
授
業
に
備
え
た
と
こ
ろ

で
す
。こ
の
あ
と
残
っ
た
作
業
で「
も

ぐ
ら
打
ち
竿
」
を
作
り
、
年
度
支
援

授
業
を
無
事
に
終
え
た
い
と
こ
ろ
で

す
。

　

現
代
の
豊
か
な
時
代
を
生
き
る
子

ど
も
た
ち
が
、過
去
の
生
活
の
中
で
、

お
じ
い
ち
ゃ
ん
・
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
・

お
父
さ
ん
・
お
母
さ
ん
た
ち
が
ど
の

よ
う
に
暮
ら
し
て
生
活
を
し
、
子
ど

も
時
代
を
過
ご
し
て
き
た
か
を
幾
分

な
り
と
も
分
か
っ
て
い
た
だ
き
、
平

和
の
礎
と
な
っ
て

い
る
こ
と
を
汲
み

取
っ
て
継
承
し
て

く
れ
る
こ
と
が
一

番
の
よ
り
所
と
な

り
ま
す
。

高齢者パソコン教室
生徒募集中

・  3 月 初旬 （ 4 月～ 6 月期教室）
・  6 月 初旬 （ 7 月～ 9 月期教室）
・  9 月 初旬 （10月～12月期教室）
・12月 初旬 （ 1 月～ 3 月期教室）

【募集時期】

　ワード、エクセル、インターネットが使
えるようになります。

【授業内容】文書作成、表計算
　佐賀市老連では、市の補助を受けて60歳以
上の高齢者を対象に高齢者のパソコン教室を
開催しています。右記の内容を3カ月間23回、
年 4回に分け実施します。午前・午後の部で
各10名生徒を募集しています。
　授業料は 3カ月分で 10,000 円と、資料代
の3,300円が必要です。

佐賀市老人クラブ連合会
TEL 0952-32-2561

連絡先



佐 賀 市 老 連 第98号（16）令和2年2月

私
た
ち
の
老
人
ク
ラ
ブ

楽
し
い
催
し
で

�

女
性
会
員
の
参
加
を

循誘校区老連
会長

枝永　一馬

　

循
誘
校
区
老
連
は
、
現
在
5
つ
の

単
位
ク
ラ
ブ
で
構
成
さ
れ
、
会
員
数

は
２
０
８
名
（
男
性
66
名
、
女
性

１
４
２
名
）
で
す
。

　

標
記
ス
ロ
ー
ガ
ン
達
成
に
成
果
を

上
げ
て
い
る
活
動
の
一
部
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
ま
で
は
、
高
齢
者
ス

ポ
ー
ツ
大
会
種
目
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
を
実
施
し
て
い
ま
し
た
。
28

年
度
は
会
員
数
２
６
６
名
に
対
し
、

参
加
者
は
男
性
55
名
、
女
性
15
名
の

70
名
、
女
性
会
員
１
６
６
名
に
対
し

同
参
加
率
は
約
9
％
と
低
い
水
準
で

し
た
。

　

平
成
29
年
度
の
役
員
改
正
を
機

に
、
役
員
会
で
女
性
参
加
を
促
す
軽

ス
ポ
ー
ツ
を
検
討
し
、
い
ご
て
だ
ま

競
技
会
（
チ
ー
ム
プ
レ
ー
）
を
実
施

す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
用
具
は
会

員
で
作
り
、
単
位
ク
ラ
ブ
に
2
セ
ッ

ト
を
準
備
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
単
位
ク
ラ
ブ
に
体
育
委
員

を
設
け
普
及
に
努
め
た
結
果
、
平
成

29
年
度
は
会
員
数
２
４
４
名
に
対

し
、
参
加
者
は
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ

ル
フ
（
男
性
49
名
、
女
性
8
名
）、

い
ご
て
だ
ま
（
男
性
5
名
、
女
性
67

名
）
の
１
２
９
名
で
、
女
性
会
員

１
５
１
名
に
対
し
同
参
加
率
は
49
・

6
％
と
な
り
ま
し
た
。
平
成
30
年
度

は
会
員
数
２
４
８
名
に
対
し
、
参
加

者
は
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
（
男

性
40
名
、
女
性
10
名
）、
い
ご
て
だ

ま
（
男
性
16
名
、
女
性
97
名
）
の

１
６
３
名
で
、
女
性
会
員
１
５
７

名
に
対
し
、
同

参
加
率
は
68
・

1
％
と
飛
躍
的

に
増
加
し
ま
し

た
。

　

い
ご
て
だ
ま

大
会
に
は
、
杖

を
つ
い
た
高
齢

者
も
参
加
さ

れ
、
投
げ
た
手

玉
が
セ
ー
フ
に

な
る
と
、
ご
本

人
は
も
と
よ
り
、
チ
ー
ム
全
員
が
大

歓
声
を
上
げ
体
育
館
を
震
わ
せ
る
様

は
圧
巻
で
す
。

　

ま
た
健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン
は
平
成
23

年
6
月
7
日
、
県
病
院
好
生
館
総
婦

長
の
東
内
順
子
様
の
ご
支
援
を
受
け

て
、
長
寿
会
役
員
の
中
村
貞
子
さ
ん

が
「
延
ば
そ
う
健
康
寿
命
」
へ
の
取

り
組
み
と
し
て
立
ち
上
げ
（
毎
週
水

曜
日
13
時
30
分
か
ら
開
始
）、
以
来

初
級
コ
ー
ス
卒
業
者
は
１
２
０
名
、

こ
の
間
、
他
校
区
か
ら
も
複
数
の
方

が
参
加
さ
れ
て
お
り
、
現
在
の
参
加

者
の
最
高
齢
者
は
92
歳
で
す
。

　

な
お
平
成
29
年
度
か
ら
は
、
毎
月

第
4
土
曜
日
に
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル

フ
練
習
会
、
30
年
度
か
ら
は
ペ
タ
ン

ク
練
習
会
を
加
え
て
実
施
し
て
い
ま

す
。
何
よ
り
も
嬉
し
い
こ
と
は
、
女

性
の
参
加
意
欲
が
高
ま
り
、
単
位
ク

ラ
ブ
の
活
動
が
活
発
に
な
っ
た
こ
と

で
す
。

　

引
き
こ
も
り
防
止
、
助
け
合
い
支

え
合
う
絆
の
輪
の
拡
大
、
友
愛
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ヘ
ル
パ
ー
の
再
開
、
会
話

と
笑
い
の
食
事
会
、
認
知
症
予
防
な

ど
の
各
種
講
座
、
軽
ス
ポ
ー
ツ
、
ダ

ン
ベ
ル
体
操
、
カ
ラ
オ
ケ
、
脳
ト
レ

等
、
健
康
寿
命
１
０
０
歳
を
目
標
に

懸
命
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
頼
も
し

い
限
り
で
す
。

　

校
区
老
連
と
し
て
は
こ
れ
ら
の
活

動
を
助
長
す
る
た
め
に
さ
ら
な
る
努

力
、
挑
戦
を
続
け
ま
す
。

　人生 100 年時代。長生きが
あたりまえの時代だからこそ、
どのように長生きするかが大切
になってきました。
　適度な運動、バランスのとれ
た食生活、定期的な健康診断。
毎日少し意識すれば、健康を守
り育てることができます。ずっ
と健康でいることができれば、
それは高齢者ではなく『幸齢者』
です。
　せっかくの長い人生、楽しま
ないともったいない。さあ『達
者で長生き』を目指しましょう。
足腰を鍛えましょう。筋肉をつ
けましょうよ！

高齢者から幸齢者へ

いごてだま大会

循 誘
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私
た
ち
の
老
人
ク
ラ
ブ

児
童
・
生
徒
と
の

�
ふ
れ
あ
い
活
動鍋島校区老連

会長
吉田　功太郎

　

鍋
島
校
区
長
生
会
は
、
昭
和
36
年

4
月
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
14

の
単
位
ク
ラ
ブ
で
組
織
し
、
会
員
数

4
4
8
名
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
年
間
3
回
の
ス

ポ
ー
ツ
大
会
、
児
童
や
生
徒
、
高
齢

者
の
見
守
り

活
動
、
清
掃

活
動
、
コ
ー

ラ
ス
発
表

会
、研
修
会
、

年
3
回
の
旅

行
、
校
区
の

学
校
へ
の
支

援
活
動
（
昔

遊
び
、
ふ
る

さ
と
学
習
）
な
ど
「
健
康
・
友
愛
・

奉
仕
」
を
基
調
に
仲
間
づ
く
り
と
地

域
に
貢
献
で
き
る
活
動
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

　

今
回
は
、
児
童
・
生
徒
と
の
ふ
れ

あ
い
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。
恒
例
の

「
鍋
っ
子
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
で
は
、

5
種
目
の
競
技
で
、
児
童
と
じ
ゃ
ん

け
ん
や
玉
入
れ
等
の
競
演
が
あ
り
ま

し
た
。

　

年
2
回
実
施
さ
れ
る
「
フ
リ
ー
参

観
日
」
に
は
、
校
内
巡
視
を
担
当
し

な
が
ら
、
児
童
の
真
剣
な
授
業
態
度

を
参
観
し
ま
し
た
。

　

小
学
1
年
生
対
象
の
「
昔
遊
び
」

で
は
、
コ
マ
回
し
、
竹
馬
、
缶
ぽ
っ

く
り
、
竹
ト
ン
ボ
、
け
ん
玉
、
お
は

じ
き
、
お
手
玉
、
あ
や
と
り
、
だ
る

ま
落
と
し
、
折
り
紙
、
紙
飛
行
機
等

を
会
員
26
名
が
、
体
育
館
と
中
庭
で

「
○
○
名
人
さ
ん
」
役
と
し
て
約
2

時
間
あ
ま
り
の「
ふ
れ
あ
い
タ
イ
ム
」

を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
「
花
丸
教
室
」
は
昨
年
ま
で
続
き

ま
し
た
。
昼
休
み
に
約
20
分
間
、
1

年
生
か
ら
6
年
生
の
算
数
の
お
手
伝

い
を
し
て
き
ま
し
た
。

　
「
児
童
の
見
守
り
活
動
」
は
、
不

定
期
に
な
り
ま
し
た
が
、
登
校
時
と

下
校
時
に
、
自
宅
に
近
い
交
差
点
等

で
あ
い
さ
つ
運
動
も
兼
ね
て
交
通
指

導
を
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
佐
賀
市
生
活
安
全
課
と

佐
賀
北
署
よ
り
「
高
齢
者
交
通
安
全

モ
デ
ル
地
区
」
の
指
定
を
受
け
ま
し

た
。
北
部
バ
イ
パ
ス
道
路
で
毎
月
第

4
水
曜
日
に
ド
ラ
イ
バ
ー
へ
「
追
突

注
意
」
と
高
校
生
へ
の
自
転
車
安
全

指
導
の
立
当

番
を
続
け
て

い
ま
す
。

　

昨
年
か
ら

小
学
校
の

「
元
気
ア
ッ

プ
応
援
団
」

が
発
足
し
ま

し
た
。
内
容

は
、
子
ど
も
見
守
り
隊
、
学
習
ふ
れ

あ
い
部
、
水
曜
ふ
れ
あ
い
部
等
が
あ

り
ま
す
。
地
区
の
各
種
団
体
と
協
力

し
小
学
生
の
成
長
の
手
伝
い
を
し
て

い
ま
す
。

　

特
に
、
毎
週
水
曜
日
の
昼
休
み
に

行
っ
て
い
る
「
コ
マ
回
し
、
あ
や
と

り
、
お
手
玉
」
は
、
長
生
会
の
会
員

の
み
で
担
当
し
て
い
ま
す
。
木
曜
日

の
朝
は
、
ク
ラ
ス
担
任
と
ド
リ
ル
学

習
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。
小

学
生
に
戻
り
自
分
の
勉
強
に
な
る

と
同
時
に
気
持
ち
が
若
返
り
ま
す
。

　

12
月
に
は
、
小
学
校
と
中
学
校

で
「
餅
つ
き
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま

す
。
生
徒
が
石
臼
に
向
か
っ
て
元
気

に
杵
で
餅
を
つ
く
の
を
手
伝
い
ま

す
。
中
学
生
は
高
校
受
験
を
控
え
て

粘
り
強
く
、
小
学
生
は
卒
業
と
中
学

生
に
な
る
期
待
で
、
お
餅
を
食
べ
る

光
景
そ
の
も
の
が
年
末
の
風
物
詩

で
す
。

　

私
た
ち
は
、
将
来
を
担
う
児
童
や

生
徒
と
の
ふ
れ
あ
い
を
通
じ
高
齢

者
の
知
恵
や
生
き
方
を
少
し
で
も

伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
地
域
の
安
心
や
安
全
に
貢
献

で
き
る
よ
う
に
、
今
後
も
努
力
を
惜

し
ま
な
い
覚
悟
で
す
。

私
た
ち
の
老
人
ク
ラ
ブ

コマ回しを体験

児童たちに優しく指導

鍋 島

鍋っ子オリンピック
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私
た
ち
の
老
人
ク
ラ
ブ

単
位
老
人
ク
ラ
ブ
の
活
性
化
を

�

目
指
す
取
り
組
み

東寺元気会
本庄校区老連
会長

角田　研三

　

私
は
本
庄
校
区
老
連
で
組
織
す
る

東
寺
小
路
老
人
ク
ラ
ブ
「
元
気
会
」

の
会
長
を
し
て
い
ま
す
。
以
前
の
東

寺
老
人
ク
ラ
ブ
は
、
会
員
の
入
会
も

あ
り
50
名
前
後
を
維
持
し
安
定
し
た

活
動
を
続
け
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
最
近
は
会
員
の
高
齢
化
が

進
み
、
子
ど
も
さ
ん
の
近
く
に
転
出

さ
れ
る
方
や
、
亡
く
な
ら
れ
る
方
が

増
え
、
会
員
数
も
40
名
近
く
に
減
り

ま
し
た
。
そ
こ
で
、
わ
が
単
位
老
人

ク
ラ
ブ
の
活
性
化
を
目
指
す
取
り
組

み
と
し
て
４
つ
の
事
例
を
紹
介
し
ま

す
。

①
ク
ラ
ブ
名
の
変
更

　

現
在
、
会
員
の
皆
さ
ん
に
、
明
る

く
前
向
き
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
の
強

い
気
持
ち
か
ら
『
東
寺
元
気
会
』
と

い
う
名
称
に
変
更
し
ま
し
た
。
そ
れ

と
同
時
に
班
の
数
を
増
や
し
、
班
長

さ
ん
の
訪
問
回
数
を
減
ら
し
ま
し

た
。

②
役
員
会
の
活
性
化

　

次
に
、
毎
月
行
っ
て
い
る
役
員
会

の
改
善
を
図
る
た
め
に
、
会
議
を
１

時
間
半
に
し
、
そ
の
後
、
公
民
館
の

内
外
の
清
掃
を
30
分
間
行
い
、
最
後

に
楽
し
い
茶
話
会
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

③
サ
ロ
ン
活
動
の
実
践

　

実
は
、こ
れ
が
目
玉
の
一
つ
で
す
。

私
た
ち
の
サ
ロ
ン
で
は
、
同
じ
地
域

の
民
生
委
員
さ
ん
と
の
コ
ラ
ボ
に
よ

る
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
平
成
30
年
か
ら
準
備

を
加
速
し
、

同
年
の
10
月

に
発
足
し
ま

し
た
。
こ
の

事
業
を
推
進

し
た
２
名
の

民
生
委
員
さ

ん
の
う
ち
、

１
名
が
栄
養

士
さ
ん
で
し

た
。
も
う
1

名
は
学
校
の

管
理
職
経
験

者
で
し
た
。
そ
の
た
め
、
企
画
お
よ

び
実
践
が
極
め
て
順
調
に
進
み
ま
し

た
。
ま
た
、
男
性
ス
タ
ッ
フ
が
体
育

や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
指
導
力
に

富
み
、
行
事
を
順
調
に
進
め
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
前
会
長
の
人
的
魅

力
に
も
助
け
ら
れ
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
女
性
ス
タ
ッ
フ
に
は
食
改
の
メ

ン
バ
ー
等
、
人
材
面
で
非
常
に
恵
ま

れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
財
政
面
で

は
自
治
会
か
ら
あ
た
た
か
い
支
援
を

い
た
だ
い
た
こ
と
も
、
こ
の
事
業
が

順
調
に
進
ん
だ
要
因
で
し
た
。

④
社
会
奉
仕
活
動

　

9
月
に
は
、
毎
年
敬
老
会
が
行
わ

れ
ま
す
。
そ
れ
に
感
謝
し
て
老
人
ク

ラ
ブ
の
会
員
が
東
寺
の
児
童
公
園
を

清
掃
す
る
習
慣
に
な
っ
て
い
ま
す
。

今
年
も
9
月
の
第
２
金
曜
日
に
東
寺

元
気
会
の
皆
さ
ん
に
連
絡
し
た
と
こ

ろ
、
16
名
が
集
ま
り
、
無
事
に
奉
仕

活
動
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

東
寺
元
気
会
で
は
、
年
３
回
、
出

前
講
座
や
誕
生
会
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
旅
行
は
、
元
気
会
で
の
１
回
、

サ
ロ
ン
で
の
２
回
の
合
計
３
回
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

東
寺
小
路
町
内
に
は
、
旭
学
園
の

「
ふ
た
ば
こ
ど
も
園
」
が
あ
り
、
七

夕
ま
つ
り
や
、
佐
賀
女
子
高
校
と
の

「
佐
賀
女
子
孫
心
体
験
入
学
」
や
短

期
大
学
と
の
「
１
０
０
給
食
会
」
な

ど
教
育
関
係
機
関
と
の
交
流
会
も
実

施
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
グ
ラ
ウ

ン
ド
・
ゴ
ル
フ
の
練
習
や
大
会
も
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

将
来
的
に
は
、
現
在
の
活
動
と
サ

ロ
ン
活
動
と
の
連
携
を
さ
ら
に
深
め

な
が
ら
魅
力
あ
る
活
動
を
推
進
し
、

最
終
的
に
は
東
寺
元
気
会
の
会
員
募

集
に
つ
な
げ
て
メ
ン
バ
ー
の
獲
得
に

努
力
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

社会奉仕活動

研修旅行

本 庄
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私
た
ち
の
老
人
ク
ラ
ブ

「
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
増
強
拡
大
運
動
」

�
に
取
り
組
ん
だ
回
顧
に
つ
い
て

若宮クラブ
会長

芳賀　信夫

　

若
楠
校
区
老
連
の
「
若
宮
ク
ラ

ブ
」
は
、
佐
賀
市
内
で
も
一
番
会
員

数
の
多
い
単
位
ク
ラ
ブ
で
す
。
現
在

１
２
０
名
の
会
員
を
擁
し
て
お
り
ま

す
。５
カ
年
間
実
施
さ
れ
ま
し
た「
全

国
１
０
０
万
人
会
員
増
強
運
動
」
に

つ
い
て
、
若
宮
ク
ラ
ブ
で
の
取
り
組

み
を
回
顧
し
て
み
ま
し
た
。

①
名
称
変
更

　

平
成
26
年
、
前
々
会
長
の
補
佐
と

し
て
「
会
員
増
強
運
動
」
に
取
り
組

み
始
め
ま
し
た
。
ま
ず
「
若
宮
老
人

ク
ラ
ブ
」の「
老

人
」
と
い
う
文

字
を
削
除
し
て

「
若
宮
ク
ラ
ブ
」

と
改
称
し
ま
し

た
。
老
人
と
い

う
言
葉
に
多
く

の
会
員
が
抵
抗

を
感
じ
て
い
ま
し
た
の
で
、
印
鑑
や

印
刷
物
等
全
て
を
刷
新
し
ま
し
た
。

②
訪
問
と
声
か
け

　

毎
月
開
催
す
る
役
員
会
で
65
歳
以

上
の
会
員
対
象
者
を
リ
ス
ト
ア
ッ
プ

し
て
、
役
員
２
名
1
組
に
よ
る
訪
問

勧
誘
を
実
施
。
特
に
、
1
月
～
3
月

を
集
中
期
間
と
し
て
「
声
か
け
」
運

動
を
開
始
し
ま
し
た
。
同
時
に
「
入

会
案
内
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
」
を
持
参
し

て
、
こ
の
期
間
に
入
会
さ
れ
た
方
は

年
会
費
を
免
除
し
ま
し
た
。

③
進
捗
状
況
の
周
知

　

毎
月
実
施
の
月
例
会
・
誕
生
会
を

10
日
か
ら
５
日
に
変
更
し
て
「
月
例

会
だ
よ
り
」
の
中
に
は
必
ず
「
会
員

増
強
運
動
」の
進
捗
状
況
を
記
載
し
、

会
員
お
よ
び
役
員
の
方
々
に
「
意
識

づ
け
」
を
し
ま
し
た
。
な
お
月
例
会

の
日
程
の
変
更
は
、
当
月
の
イ
ベ
ン

ト
や
行
事
予
定
を
い
ち
早
く
会
員
に

知
ら
せ
る
た
め
で
す
。

④
明
確
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　

年
間
の
行
事
や
イ
ベ
ン
ト
を
明
確

に
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
化
し
ま
し
た
。
こ

の
こ
と
に
よ
り
、
前
倒
し
で
計
画
が

進
め
や
す
く
な
り
、
新
会
員
勧
誘
に

も
説
得
し
や
す
く
な
り
ま
し
た
。
出

前
講
座
を
７
・

９
・
２
月
、
茶

話
会
を
４
・

８
・
11
月
、
輪

投
げ
大
会
を

６
・
10
・
３
月
、

新
年
会
を
１

月
、
若
宮
ク

ラ
ブ
の
総
会

を
５
月
に
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
年

末
の
12
月
は
「
み
ん
な
で
楽
し
く
歌

お
う
会
」
が
あ
り
ま
す
。

⑤
活
動
紹
介

　

ク
ラ
ブ
活
動
、愛
好
会
活
動
、サ
ー

ク
ル
活
動
等
を
紹
介
す
る
こ
と
に
よ

り
、
勧
誘
が
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
、
輪
投
げ
、

い
ご
て
だ
ま
、
通
信
カ
ラ
オ
ケ
、
詩

吟
、
脳
ト
レ
麻
雀
、
唱
歌
や
童
謡
等

を
歌
う
「
う
た
ご
え
広
場
」
や
、
ち

ぎ
り
絵
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
Ｐ
Ｒ
と

し
て
ぶ
ん
ぶ
ん
テ
レ
ビ
の
ウ
ィ
ラ
ブ

の
番
組
で
、
カ
ラ
オ
ケ
、
脳
ト
レ
麻

雀
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
の
活
動

を
放
映
し
ま
し
た
。

⑥
会
員
増
強
に
つ
い
て

　

毎
月
の
誕
生
会
、
年
１
回
の
日
帰

り
旅
行
、
工
場
見
学
、
自
治
会
主
催

の
夏
祭
り
、
餅
つ
き
大
会
、
若
宮
敬

老
会
、
若
宮
神
社
建
立
祭
や
、
若
楠

校
区
老
連
主
催
の
米
寿
祝
賀
会
、
日

帰
り
旅
行
、
若
楠
公
民
館
主
催
の
ほ

ん
げ
ん
ぎ
ょ
う
、
夏
祭
り
、
文
化
祭

な
ど
、
若
楠
校
区
体
協
・
社
協
主
催

の
行
事
等
を
で
き
る
だ
け
紹
介
し
ま

す
。
相
手
の
趣
味
や
興
味
の
あ
る
事

柄
を
聞
き
出
す
こ
と
も
重
要
で
す
。

　

会
員
増
強
運
動
の
取
り
組
み
の
結

果
と
し
て
、
平
成
26
年
度
の
会
員

数
95
名
か
ら
平
成
31
年
３
月
に
は

１
２
０
名
と
、
５
カ
年
間
で
25
名
の

増
加
と
な
り
ま
し
た
。
役
員
10
名
の

頑
張
り
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
自
治

会
を
は
じ
め
各
種
団
体
の
ご
協
力
の

お
か
げ
で
す
。「
会
員
増
強
運
動
」

は
終
わ
り
ま
し
た
が
、こ
れ
は
、ゴ
ー

ル
で
は
な
く
、
再
ス
タ
ー
ト
で
す
。

現
状
維
持
は
衰
退
と
言
わ
れ
ま
す
。

「
集
中
と
継
続
」
で
す
。
こ
れ
か
ら

も
集
中
期
間
を
設
け
、
活
動
を
継
続

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

佐
賀
市
老
連
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ

る
と
「
老
人
ク
ラ
ブ
に
入
会
を
勧
誘

さ
れ
た
こ
と
が
な
い
」
と
の
回
答
が

一
番
多
い
そ
う
で
す
。「
会
員
増
強

運
動
」
は
老
人
ク
ラ
ブ
に
と
っ
て
永

遠
の
テ
ー
マ
で
す
。
皆
さ
ん
、
一
緒

に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

グラウンド・ゴルフ大会

ヤクルト神埼工場見学

若 楠
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ス
ポ
ン
サ
ー
へ
の
お
礼

　
こ
の
た
び
は
「
佐
賀
市
老
連
だ

よ
り
」
の
発
行
に
あ
た
り
ま
し
て

広
告
の
掲
載
を
い
た
だ
き
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
本
紙
は
、
会
員
が
豊
か
で
幸
せ

な
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
願
っ
て

発
行
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
末
永
き
ご
厚
誼
、

ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

佐
賀
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　
令
和
元
年
度
の
事
業
も
間
も
な

く
終
了
と
な
り
ま
す
。
今
年
度
は

平
成
か
ら
令
和
へ
と
元
号
が
変
わ

り
新
た
な
一
年
と
な
り
ま
し
た

が
、
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
の
減
少
は

歯
止
め
が
き
き
ま
せ
ん
。

　
若
手
高
齢
者
に
加
入
し
て
い
た

だ
く
こ
と
で
ク
ラ
ブ
活
性
化
が
期

待
さ
れ
ま
す
が
、
現
状
で
は
、
若

手
の
方
に
加
入
い
た
だ
け
て
お
り

ま
せ
ん
。
い
か
に
し
て
加
入
い
た

だ
く
か
具
体
的
な
対
策
を
検
討
を

す
る
こ
と
が
当
面
の
課
題
で
す
。

　「
健
康
」「
友
愛
」「
奉
仕
」
の

三
大
運
動
を
取
り
組
む
に
あ
た
っ

て
は
、
若
手
と
女
性
の
力
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
ぜ
ひ
と
も
み
ん
な

で
協
力
し
て
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
を

盛
り
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

 
(

事
務
局)

　

第
14
回
佐
賀
市
高
齢
者
趣
味
の

作
品
展
が
12
月
20
日
（
金
）
か
ら

24
日
（
火
）
ま
で
佐
賀
市
立
図
書

館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
内
の
高
齢
者
や
施
設
入
所
者

な
ど
か
ら
、
絵
画
や
写
真
、
手
芸

な
ど
計
１
９
６
点
の
出
品
が
あ

り
、
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
の
皆
さ
ん

か
ら
は
計
27
点
の
出
品
が
あ
り
ま

し
た
。

　

次
回
も
多
く
の
会
員
の
皆
さ
ん

か
ら
の
生
き
が
い
あ
ふ
れ
る
作
品

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

豊
か
な
感
性
が
光
る

 

力
作
１
９
６
点

第 14 回佐賀市高齢者趣味の作品展

最優秀賞………野中　章夫　83歳
優秀賞…………永渕　三沖　78歳
優秀賞…………野中　スヤ　77歳
最高齢者賞……石山　勝巳　93歳

絵画の部　出展数 17 点

写真の部　出展数 5 点
最優秀賞………田中　晴子　69歳
最高齢者賞……白濱　ミツヨ87歳

書の部　出展数 52 点
最優秀賞………中村　瞳　　�72歳
市老連会長賞…山田　壽子　�83歳
優秀賞…………江口　志津子71歳
優秀賞…………新ヶ江千恵子70歳
優秀賞…………坂口　和子　�75歳
努力賞…………北村　美和子88歳
最高齢者賞……八谷　靜子　�94歳

手芸の部　出展数 101 点
最優秀賞………多々良和子　�91歳
優秀賞…………副島　マサエ90歳
優秀賞…………徳永　美津子74歳
優秀賞…………眞島　貞子　�81歳
努力賞…………江口　直美　�73歳
努力賞…………本多　幸枝　�76歳
努力賞…………吉田　喜美代74歳
最高齢者賞……竹田　富惠　�98歳

工芸の部　出展数 21 点
最優秀賞………田中　啓夫　74歳
市社協会長賞…寺町　正之　82歳
優秀賞…………吉田　厚代　73歳
優秀賞…………堤　　常里　78歳
最高齢者賞……光石　ヤヱノ90歳

（敬称略）受賞者一覧


